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1. 平成30年3月期第2四半期の業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 2,050 △5.4 36 △47.6 42 △43.1 17 △98.0

29年3月期第2四半期 2,166 8.9 69 261.0 74 184.2 889 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 13.50 ―

29年3月期第2四半期 680.98 ―

※当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施したため、前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、「１株当

　たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 4,342 2,124 48.9 1,554.73

29年3月期 4,428 2,003 45.2 1,534.47

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 2,124百万円 29年3月期 2,003百万円

※当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施したため、前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、「１株当

　たり純資産」を算定しております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

30年3月期 ― 0.00

30年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,330 0.3 130 5.8 135 △5.8 109 △88.3 82.56

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施しております。平成30年３月期の通期の業績予想における「１株当たり当期純

　利益」については、当該株式併合の影響を考慮しております。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 1,400,100 株 29年3月期 1,339,200 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 33,736 株 29年3月期 33,537 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 1,320,212 株 29年3月期2Q 1,305,791 株

※当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施したため、前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、「期

　末発行済株式数」「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想については、添付資料２
ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（3）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国経済は、企業収益及び雇用・所得環境の改善により個人消費にも明るさ

が見え、引き続き緩やかな回復基調となりました。しかしながら、欧米の政治や経済情勢など不確実性への懸念や

東アジア地域における地政学リスクもあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。

 印刷業界におきましては、電子メディアの多様化による印刷物の需要の減少、受注価格の下落など、引き続き厳

しい経営環境となりました。

 このような状況の中、当社は、お客様のニーズに応えるべく、引き続き営業力・提案力の強化を図り、新規顧客

の開拓と既存顧客の深耕に、より一層注力するとともに、生産効率の向上、更なる内製化の推進により、売上の拡

大、収益性の改善に取り組んでまいりました。 

 以上のとおり、経営全般にわたる諸施策の展開に努めた結果、当第２四半期累計期間における売上高は20億50百

万円（前年同期比5.4％減収）となりました。内訳は、写真製版売上高４億48百万円（前年同期比9.7％減収）、印

刷売上高15億58百万円（前年同期比3.7％減収）、商品売上高42百万円（前年同期比16.3％減収）となりました。

損益面においては、営業利益36百万円（前年同期比47.6％減益）、経常利益42百万円（前年同期比43.1％減益）、

四半期純利益17百万円（前年同期比98.0％減益）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期会計期間末における総資産は43億42百万円となり、前事業年度末に比べて86百万円減少しました。

流動資産は28億69百万円となり、前事業年度末に比べて98百万円の減少となりました。これは主に、受取手形61百

万円、売掛金36百万円、電子記録債権18百万円、貯蔵品15百万円、繰延税金資産11百万円それぞれ減少した一方、

現金及び預金37百万円、前払費用18百万円それぞれ増加したことによるものです。固定資産は14億72百万円とな

り、前事業年度末に比べて11百万円増加しました。これは主に、譲渡制限付株式報酬の支払等による長期前払費用

89百万円の増加、新規取得による機械及び装置26百万円の増加と、有形固定資産、無形固定資産及び投資その他の

資産の減価償却費91百万円による減少、差入保証金19百万円の減少によるものです。

 当第２四半期会計期間末における負債合計額は22億17百万円となり、前事業年度末に比べて２億７百万円の減少

となりました。これは主に、未払消費税等94百万円、金融機関への返済による借入金54百万円、未払法人税等42百

万円、買掛金32百万円それぞれ減少した一方、預り金が20百万円増加したことによるものです。

 当第２四半期会計期間末における純資産合計額は21億24百万円となり、前事業年度末に比べ１億20百万円の増加

となりました。これは主に、資本金及び資本準備金の増加（新株の発行）、利益剰余金の増加によるものです。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、平成29年５月18日公表の業績予想から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,759,798 1,797,641 

受取手形 233,847 172,203 

売掛金 647,375 610,801 

電子記録債権 81,370 62,939 

仕掛品 118,248 110,553 

商品 7,612 8,842 

原材料 12,133 12,310 

貯蔵品 19,314 4,033 

前払費用 28,393 46,920 

繰延税金資産 51,863 40,298 

その他 8,787 3,996 

貸倒引当金 △1,165 △1,100 

流動資産合計 2,967,580 2,869,441 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 734,266 704,132 

構築物（純額） 1,205 1,120 

機械及び装置（純額） 324,033 302,196 

車両運搬具（純額） 3,942 4,279 

工具、器具及び備品（純額） 31,958 27,672 

土地 209,412 209,412 

有形固定資産合計 1,304,818 1,248,815 

無形固定資産    

商標権 378 347 

ソフトウエア 10,379 11,176 

ソフトウエア仮勘定 3,240 － 

電話加入権 1,652 1,652 

無形固定資産合計 15,650 13,177 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,654 6,257 

出資金 60 60 

従業員に対する長期貸付金 90 － 

破産更生債権等 3,264 3,590 

長期前払費用 10,562 100,167 

保険積立金 72,047 72,047 

差入保証金 51,063 31,238 

その他 947 947 

貸倒引当金 △3,181 △3,506 

投資その他の資産合計 140,508 210,801 

固定資産合計 1,460,978 1,472,793 

資産合計 4,428,558 4,342,235 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 375,105 363,067 

買掛金 259,906 227,889 

1年内返済予定の長期借入金 108,510 103,610 

未払金 33,731 40,448 

未払費用 32,933 31,725 

未払法人税等 64,054 21,917 

未払消費税等 111,084 17,066 

前受金 23,714 5,947 

預り金 7,776 28,326 

賞与引当金 64,071 67,309 

設備関係支払手形 7,879 18,646 

環境対策引当金 10,000 － 

その他 12 12 

流動負債合計 1,098,780 925,967 

固定負債    

長期借入金 655,036 605,678 

退職給付引当金 410,326 422,424 

繰延税金負債 260,912 263,836 

固定負債合計 1,326,274 1,291,938 

負債合計 2,425,054 2,217,906 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,928,959 1,980,419 

資本剰余金 180,008 231,468 

利益剰余金 △69,377 △51,550 

自己株式 △36,596 △36,937 

株主資本合計 2,002,993 2,123,400 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 510 928 

評価・換算差額等合計 510 928 

純資産合計 2,003,503 2,124,328 

負債純資産合計 4,428,558 4,342,235 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    (単位：千円) 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 2,166,490 2,050,384 

売上原価 1,727,891 1,645,465 

売上総利益 438,599 404,918 

販売費及び一般管理費 369,127 368,533 

営業利益 69,471 36,384 

営業外収益    

受取利息 56 44 

受取配当金 372 387 

補助金収入 － 2,140 

作業くず売却益 8,120 10,504 

その他 2,464 2,687 

営業外収益合計 11,013 15,763 

営業外費用    

支払利息 4,035 2,857 

支払補償費 1,093 3,898 

障害者雇用納付金 － 1,700 

貯蔵品売却損 － 1,037 

その他 398 8 

営業外費用合計 5,527 9,501 

経常利益 74,957 42,646 

特別利益    

固定資産売却益 1,091,541 － 

特別利益合計 1,091,541 － 

特別損失    

固定資産除却損 0 － 

設備移設費用 2,722 － 

特別損失合計 2,722 － 

税引前四半期純利益 1,163,776 42,646 

法人税、住民税及び事業税 46,164 10,516 

法人税等調整額 228,398 14,304 

法人税等合計 274,563 24,820 

四半期純利益 889,213 17,826 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 1,163,776 42,646 

減価償却費 97,264 91,809 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 208 261 

受取利息及び受取配当金 △429 △431 

支払利息 4,035 2,857 

為替差損益（△は益） 10 3 

有形固定資産売却損益（△は益） △1,091,541 － 

売上債権の増減額（△は増加） 25,211 116,323 

たな卸資産の増減額（△は増加） 33,236 21,567 

仕入債務の増減額（△は減少） 13,479 △44,054 

賞与引当金の増減額（△は減少） 20,708 3,238 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,356 12,098 

環境対策引当金の増減額（△は減少） △3,190 △10,000 

有形固定資産除却損 0 － 

未払金の増減額（△は減少） － 5,087 

未払消費税等の増減額（△は減少） 59,454 △94,017 

その他 72,175 △4,855 

小計 395,756 142,534 

利息及び配当金の受取額 429 431 

利息の支払額 △4,144 △2,843 

法人税等の支払額 △2,044 △49,179 

法人税等の還付額 2,766 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 392,763 90,943 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △8,560 △13,090 

有形固定資産の売却による収入 1,200,678 － 

無形固定資産の取得による支出 △1,576 △200 

定期預金の預入による支出 △130,000 △180,000 

定期預金の払戻による収入 60,000 180,000 

従業員に対する長期貸付けによる支出 － △400 

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 570 920 

差入保証金の差入による支出 △14,040 △46 

差入保証金の回収による収入 － 14,445 

その他 △15,547 △126 

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,091,524 1,502 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △343,198 △54,258 

自己株式の取得による支出 △197 △340 

財務活動によるキャッシュ・フロー △343,395 △54,598 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10 △3 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,140,881 37,843 

現金及び現金同等物の期首残高 493,509 1,529,798 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,634,391 1,567,641 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

株主資本の著しい変動 

 当社は、当第２四半期累計期間において、譲渡制限付株式の発行により資本金及び資本準備金がそれぞれ51,460

千円増加いたしました。その結果、当第２四半期会計期間末における資本金は1,980,419千円、資本準備金は

231,460千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）及び

当第２四半期累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日） 

 当社は印刷にかかる写真製版並びに関連製品を製造販売しており、これらの事業は単一事業であるため、記載を

省略しております。
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